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＜スーパーエンバイロメントハイスクール事業＞ 

フジワラテクノアート、バイオディーゼル岡山で 

持続可能な社会を目指した取り組みを体感！ 

高校生だからこそできることがある！ 

 
 

本校では、多くの企業や大学等の協力により、社会と接点を持ちながらキャリア教育を進め、生

徒自身が主体的に進路実現し、社会で活躍できる人材育成を目指しています。 

特に、１年生がスーパーエンバイロメントハイスクール事業の研究指定を受けて、持続可能な社

会の実現を目指して環境問題を中心に取り組んでいます。 

今回はその一環で、企業として積極的に環境問題に取り組んでいる２社を訪問し、現場の見学と

取組への思いを伺います。午後は、高校生と一緒に課題解決に向けて取り組んでいる団体と交流し、

高校生だからこそできることがあることを知り、これからの活動を考えるきっかけにしていきます。 

 

記 

 

１ 目 的  持続可能な社会の実現に向けて、地元岡山でSDGｓの観点に関する企業理念を掲げ、

積極的に社会貢献されている企業を訪問し、具体的な取組事例を伺うとともに体験活

動をすることで社会全体の取組を理解する。また、一般市民（高校生含む）が取り組

んでいる事例を伺い、高校生でもできることがあることを実感する。この経験により、

今後の探究活動を進めていくヒントを得るとともに、持続可能な社会の実現に貢献で

きる存在であることを自覚し、次のアクションに繋げる。 

 

２ 日 時 令和６年７月１７日（水）８：５０～１６：００ 

 

３ 対 象 本校１年生９５名、引率教員 

 

４ 日 程 １０：００～１１：３０ ２グループに分かれて、企業訪問（見学、説明、体験） 

  訪問先   ① バイオディーゼル岡山株式会社 食品リサイクル工場 

（岡山市南区築港栄町７－４９） 

② 株式会社フジワラテクノアート 

     （岡山市北区冨吉２８２７－３） 

１１：３０～１３：０５ 移動・昼食 

１３：０５～１５：００ 一般社団法人 SGSG の取組説明及び交流 

（国際交流センター 岡山市企画奉還町２丁目２－１） 

  余剰α米をおいしく食べる活動を実施することで食品ロスを減らす取組や 

SGSG に所属する高校生の取組の共有、ワークショップ、交流活動 

      

５ その他 （１）取材を希望される場合は、事前に鴨方高校担当者へ御連絡ください。 

（２）写真撮影などの留意事項については担当の指示に従ってください。 

学校名 岡山県立鴨方高等学校 

担当者 教  諭 仙田倫太郎 

教  頭 佐柳 勇 

電 話 ０８６５－４４－２１５８ 

お知らせ 


